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宇宙の大規模構造形成史をひも解く上で衝突合体は重要なキーワードの一つであり、これまでもさまざまな空
間スケールにおいて、理論的・観測的研究が進められてきた (e.g., Okabe et al. 2008, Hirschmann et al. 2012)。
その中で我々は銀河群スケールの衝突システムに着目し、その詳細理解を目指してきた。
衝突銀河群は衝突銀河団システムと比較すると X 線で暗いため、サンプル数が限られている。よって系統的な

観測的研究を進めるため、まず我々は新たな衝突銀河群システムの検出を試みた。その検出には広がった低輝度 X
線に高い感度を持つすざく衛星を用いた。観測領域としては、活発な構造形成が期待される銀河フィラメントの
交差点近傍、および、中心銀河を含む銀河同士の相互作用が示唆されている 4 つの可視光同定銀河群 (McIntosh
et al. 2008) を選定した。我々はこれまで、特に、複雑な X 線 morphology を有する 2 つの新たな衝突銀河群シ
ステムを中心に、そのイメージ・分光解析結果を報告してきた (三石他 2014 年秋季年会、2015 年春季年会)。
今回我々は、検出された全 X 線ソースに対し、X 線分光解析や可視光・電波イメージ、および天体データベー

ス情報を併せることで、その起源を議論した。結果、2 つの衝突銀河群の他、2 つの銀河群や複数の QSO 等の
点源を初めて X 線にて同定することに成功した。本講演では、可視光同定銀河群に対する銀河群スケールの X
線ハローの検出の有無についても考察し、銀河群の力学進化について議論を展開していく。


